
（社）東洋音楽学会西日本支部　支部だより
Newsletter of the West Japan Chapter, Society for Research in Asiatic Music

第５５号（2006年４月14日）

□  定例研究会のご案内  □

● 第 ２ ２ ８ 回 定 例 研 究 会 （ 日 本 音 楽 学 会 関 西 支 部 第 323 回 と の 合 同

例 会 ）

と 　 き ： 2006 年 ５ 月 13 日 （ 土 ） 13:30 〜

と こ ろ ： 京 都 市 立 芸 術 大 学 　 Ｌ ２ 教 室

（ 京 阪 京 都 交 通 バ ス 　 JR 京 都 駅、 阪 急 桂 駅 東 口、 四 条 河 原

町 よ り ( 亀 岡 方 面 ) 「芸 大 前」 下 車 す ぐ ） 地 図 ：

http://www.kcua.ac.jp/access/

　

内 容 ： 修 士 論 文、 博 士 論 文 研 究 発 表
I

○ 修 士 論 文
1 ． 斉 藤 　 桂 （ 大 阪 大 学 ）

　 　 　 　 「日 本 近 代 詩 の 発 展 に お け る 歌 と の 関 わ り」

2 ． 出 口 　 実 紀 （ 大 阪 芸 術 大 学 ）

　 　 　 「八 重 山 民 謡 《と ぅ ば ら ー ま》 の 伝 承 考 察」

○ 博 士 論 文
3 ． ス テ ラ ・ ジ ブ コ バ （ 大 阪 大 学 ）

　 　 　 　 「日 本 文 化 に お け る 表 現

     − 口 唱 歌 に 見 ら れ る  image-laden loci の 現 象 に 関 す る 研 究」

 4. 　 舘 　 恵 美 （ 大 阪 芸 術 大 学 ）

　 　 　 　 「ロ ー ベ ル ト ・ シ ュ ー マ ン の 初 期 歌 曲 − そ の 出 発 と 展 開」

　 5. 　 寺 田 　 真 由 美 （ 神 戸 大 学 ）

　 　 　 　 「明 治 期 以 降 に お け る 三 味 線 小 歌 曲 − 都 市 民 俗 音 楽 と し て

　 　 　 　 の 三 味 線 小 歌 曲」
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● 第 ２ ２ ９ 回 定 例 研 究 会 （ 日 本 音 楽 学 会 関 西 支 部 第 324 回 と の 合 同

例 会 ）

と 　 き ： 2006 年 ６ 月 17 日 （ 土 ） 13:30 〜

と こ ろ ： 神 戸 大 学 発 達 科 学 部 　 C-101 教 室

（ JR 六 甲 道 駅、 阪 急 六 甲 駅 下 車。 ど ち ら も 神 戸 市 バ ス 36 系 統

( 鶴 甲 団 地 行 き ) に 乗 り、 「神 大 発 達 科 学 部 前」 下 車 ）

地 図 ： http://www.kobe-u.ac.jp/info/access/rokko/hattatsu.htm 

内 容 ： 修 士 論 文、 博 士 論 文 研 究 発 表
II

○ 修 士 論 文
1. 　 薗 田 　 郁 （ 大 阪 大 学 ）

　 　 　 　 「人 形 浄 瑠 璃 に お け る 物 語 体 験 に つ い て

　 　 　 　 　 — 「演 じ る」 こ と と 「語 る」 こ と が も た ら す も の」

2. 　 岡 村 　 真 （ 大 阪 芸 術 大 学 ）

　 　 　 「フ ラ ン ツ ・ シ ュ ー ベ ル ト の ミ サ 曲

　 　 　 　 — ヨ ー ゼ フ ・ ヴ ァ イ グ ル と の 比 較 を と お し て」

3. 　 庄 司 　 裕 （ 神 戸 大 学 ）

　 　 　 「 1960 年 前 後 に 台 湾 に お い て 発 生 し た 〈改 作 歌 謡〉 に 関 す

　 　 　 る 研 究 — 原 曲 と の 音 楽 的 特 徴 の 比 較 検 討 を 中 心 に」

○ 博 士 論 文
4. 　 橘 田 　 勳 （ 大 阪 大 学 ）

　 　 　 　 「清 末 民 国 初 江 南 に お け る 文 人 琵 琶 楽 の 成 立 と 展 開」

 5. 　 直 江 　 景 子 （ 大 阪 芸 術 大 学 ）

　 　 　 　 「表 演 芸 術 と し て の 東 大 寺 修 二 会  —  場 と 時 間 の 構 造」

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

□  定 例 研 究 会 の 記 録  □

● 東 洋 音 楽 学 会 西 日 本 支 部 定 例 研 究 会 　 第 227 回 例 会

と 　 き ： 2006 年 ３ 月 ４ 日
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と こ ろ ： 広 島 大 学 東 千 田 キ ャ ン パ ス 　 東 千 田 校 舎 （ A 棟 ） 304 講 義

室

○ 発 表 者 要 旨 ： 光 平 有 希 「ピ ュ タ ゴ ラ ス の 音 楽 療 法 に つ い て － イ ア

ン ブ リ コ ス 『ピ ュ タ ゴ ラ ス 伝』 を 手 懸 か り に －」

太 古 か ら 人 間 は 心 身 の 治 療 や 健 康 促 進、 維 持 を す る 手 段 と し て 音

楽 を 用 い て き た。 医 学 や 科 学 技 術 が 飛 躍 的 に 進 化 し た 現 代 に お い て

も そ の 傾 向 は 留 ま る こ と を 知 ら ず、 今 も 多 く の 領 域 で 音 楽 療 法 は 実

践 さ れ 重 要 視 さ れ 続 け て い る。 私 は 以 前 よ り 音 楽 療 法 の 歴 史 に 興 味

を 抱 く と 共 に、 音 楽 療 法 の 奥 深 い 歴 史 の 中 で 生 み 出 さ れ た 偉 大 な 遺

産 を 紐 解 い て い く 事 が 現 代 の 音 楽 療 法 理 解 に 繋 が る と 考 え て き た。

従 っ て 本 発 表 で は、 「同 質 療 法」 や 「逆 療 法」 と い っ た 音 楽 療 法 の

根 本 的 治 療 原 理 が 形 成 さ れ た と 考 え ら れ る 古 代 ギ リ シ ア 時 代 に 遡 り、

そ の 中 で も 新 ピ ュ タ ゴ ラ ス 主 義 の イ ア ン ブ リ コ ス 『ピ ュ タ ゴ ラ ス 伝』

を 手 懸 か り と し て、 ピ ュ タ ゴ ラ ス の 音 楽 療 法 つ い て 考 察 を 加 え た。

今 回 は 卒 業 論 文 と し て 執 筆 し た も の を 基 に 発 表 を 行 っ た が、 第 1

章 で は イ ア ン ブ リ コ ス の 『ピ ュ タ ゴ ラ ス 伝』 成 立 の 過 程 と 内 容 構 成、

更 に そ こ に 見 ら れ る 音 楽 的 記 述 に 焦 点 を あ て た。 こ の 中 で も 音 楽 的

な 記 述 が 多 く な さ れ て い る の は 第 15 章 と 第 25 章 で あ り、 こ の 2 つ の

章 の 重 要 部 分 を 比 較 検 討 し て み た と こ ろ、 こ れ ら の 記 述 の 中 に は 病

的 な 人 に 対 す る 治 療 の た め の 音 楽 の 使 用 例 と、 生 活 習 慣 の 中 で の 音

楽 の 使 用 例 と い う 2 種 類 の 音 楽 使 用 目 的 が あ っ た こ と が 分 か っ た。

第 2 章 で は 更 に 的 を し ぼ り、 逆 療 法 の 原 理 に つ い て 考 察 し た。 ピ

ュ タ ゴ ラ ス 派 の 人 々 は 音 楽 に よ っ て 宇 宙 や 自 然 の ハ ル モ ニ ア を 魂 の

中 に 吸 収 し て 同 化 さ せ、 魂 の カ タ ル シ ス を な す 事 が 出 来 る と 考 え た。

さ て、 多 く の 研 究 家 達 は ピ ュ タ ゴ ラ ス の 「逆 療 法」 を こ の 天 体 の 音

楽 を 胎 内 に 取 り 込 む こ と に よ っ て、 心 身 を 逆 の 状 態 へ 転 導 す る 事 が

出 来 る と 説 明 し て き た が、 こ れ を イ ア ン ブ リ コ ス 『ピ ュ タ ゴ ラ ス 伝』

の 音 楽 的 記 述 と 照 ら し 合 わ せ て み る と 内 容 的 に 合 致 す る の は 1 箇 所

の み で あ り、 こ れ ま で の 研 究 で は こ の 面 が 過 度 に 強 調 さ れ す ぎ た の

で は な い か と 考 え ら れ る。 従 っ て、 私 は 「逆 療 法」 に は も う 1 つ の

理 由、 相 対 立 す る も の か ら 調 和 を 見 出 す 試 み と い う も の が あ っ た の

で は な い か と い う 視 点 を 立 て る に 至 っ た。

原 理 に つ い て 把 握 し た と こ ろ で 次 に 実 際 に 行 わ れ て い た と さ れ る

治 療 例 に も 目 を 向 け て み た。 ピ ュ タ ゴ ラ ス 派 が 音 楽 療 法 に 用 い て い

た の は、 主 に リ ラ と ア ウ ロ ス と い う 2 種 類 の 楽 器 で あ り、 第 3 章 で

は リ ラ に よ る 音 楽 療 法 に 焦 点 を あ て た。 私 見 に よ る と、 こ の リ ラ を
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用 い た 音 楽 療 法 は 原 初 の ピ ュ タ ゴ ラ ス 教 団 に ま で 遡 っ て い く も の で

あ り、 そ の 後 も ピ ュ タ ゴ ラ ス 派 の 伝 統 と し て 受 け 継 が れ、 精 神 の 緊

張 を 緩 和 す る 際 な ど に 用 い ら れ た と 考 え ら れ る。

　 一 方、 第 4 章 で は ア ウ ロ ス を 用 い た 音 楽 療 法 を 扱 い、 精 神 と 身 体

に 対 す る 治 療 例 と い う 2 側 面 か ら 考 察 を 加 え た が、 身 体 に 関 わ る 治

療 例 を ピ ュ タ ゴ ラ ス の 発 見 と す る の は 無 理 な こ じ つ け で あ り、 ま た

精 神 を 扱 っ た 治 療 例 に つ い て も、 ア ウ ロ ス に 付 け ら れ た 性 格 付 け が

ア テ ー ナ イ 古 典 期、 特 に ア リ ス ト テ レ ス 以 降 の も の に よ っ て お り、

果 た し て ピ ュ タ ゴ ラ ス 自 身 に ま で 遡 る も の で あ る か ど う か 疑 問 の 余

地 が あ る。 お そ ら く 後 代 の 伝 承 で あ ろ う と の 結 論 に 至 っ た。

○ 発 表 者 要 旨 ： 能 登 原 由 美 「16 世 紀 後 半 イ ン グ ラ ン ド に お け る 写 本

集 成 と そ の 過 程」

筆 者 は 以 前、 16 世 紀 イ ン グ ラ ン ド に お け る 楽 譜 の 印 刷 ・ 出 版 活 動

の 不 振 の 原 因 の 一 つ に 根 強 い 写 本 文 化 が 影 響 し て い た の で は な い か

と 指 摘 し た ｛ 拙 著 「16 世 紀 後 半 イ ン グ ラ ン ド に お け る 楽 譜 出 版 活 動

の 展 開 － 楽 譜 受 容 の 視 点 か ら －」 『音 楽 文 化 教 育 学 研 究 紀 要 Ⅹ Ⅵ』

（ 広 島 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 音 楽 文 化 教 育 学 講 座 ） （ 2004 年 ）

13-26頁 ｝。 こ こ で は、 16 世 紀 後 半 に お い て も な お 写 本 の 受 容 が 衰 え

ず、 逆 に 印 刷 楽 譜 の 受 容 が 伸 び 悩 ん で い た 事 実 を 明 ら か に す る と 同

時 に、 そ の 背 景 に、 写 本 と 印 刷 楽 譜 集 の 間 に み ら れ る 相 違 － 多様

性 と 単 一 性 － が 影 響 し て い た 可 能 性 を 示 し た。 し か し、 16 世 紀 後

半 の イ ン グ ラ ン ド に お け る 楽 譜 の 印 刷 ・ 出 版 活 動 の 展 開 に 焦 点 を あ

て た こ の 小 論 で は、 考 察 の 対 象 は 印 刷 楽 譜 集 で あ っ た た め、 写 本 を

じ か に 調 査 す る こ と は で き な か っ た。

そ こ で、 本 研 究 で は、 印 刷 楽 譜 集 に は み ら れ な い 写 本 な ら で は の

特 徴 を 明 ら か に す る べ く、 現 存 す る 写 本 の 調 査 を 行 っ た。 と り わ け、

写 本 が 成 立 す る ま で の 過 程 に 焦 点 を あ て る こ と に よ り、 両 者 の 相 違

を 明 確 に で き る よ う 試 み た。 1550 年 か ら 1600 年 に か け て 成 立 し た と

み ら れ る 現 存 の 写 本 の う ち の 約 9 割 に あ た る 93 点 を 対 象 に、 写 本 の

内 容 － 写 本 に 収 め ら れ た 曲 の 作 曲 家 や ジ ャ ン ル－ に つ い て 検 証

し、 そ の う ち 現 物 （ マ イ ク ロ フ ィ ル ム を 含 む ） を 調 査 す る こ と の で

き た 70 点 に つ い て は さ ら に、 写 譜 の 状 態 － 筆記、 余 白 と レ イ ア ウ

ト、 タ イ ト ル と 作 曲 家 名 の 記 載 － を 検 証 し た。

　 そ の 結 果、 16 世 紀 後 半 の イ ン グ ラ ン ド で 成 立 し た 写 本 に は、 写 本

全 体 を 通 じ て そ の 内 容 や 写 譜 の 状 態 に 統 一 性 の あ る 場 合 と な い 場 合

が あ る こ と が 明 ら か と な っ た。 こ の 「統 一 性 ／ 非 統 一 性」 と い う 視
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点 は、 同 時 代 の 楽 譜 収 集 家 に よ っ て 集 成 さ れ た 写 本 群 の 同 質 的 特 徴

か ら 考 え る と、 写 本 の 成 立 に 終 始 一 貫 し た 影 響 力 や 意 図 が 存 在 し た

か ど う か を 判 断 す る 指 標 と な る と 考 え ら れ る。 そ の 点 を 踏 ま え た 上

で、 写 本 の 集 成 過 程 や 成 立 の 目 的 を 考 察 し、 本 研 究 の 結 論 と し て 以

下 の 点 を 導 い た。 す な わ ち、 16 世 紀 後 半 の イ ン グ ラ ン ド で 成 立 し た

写 本 に は、 大 き く ま と め る と 次 の ３ つ の タ イ プ が 存 在 す る。 ① 写 本

全 体 を 貫 く 意 図 は な い が、 長 年 の 間 に 書 き た め ら れ た 結 果、 成 立 し

た 写 本、 ② コ レ ク シ ョ ン と し て 作 成 さ れ た 写 本、 ③ 献 呈 ・ 贈 呈 用 に

作 成 さ れ た 写 本、 で あ る。 こ の う ち 最 も 多 い の は、 最 初 の タ イ プ で

あ っ た。 こ の よ う に、 全 体 を 貫 く 意 図 は な い が、 長 年 の 間 に 書 き た

め ら れ た 結 果、 成 立 す る 写 本 が 多 か っ た 事 実 は、 印 刷 楽 譜 集 と 写 本

に つ い て、 両 者 の 成 立 の 過 程 に 大 き な 相 違 が あ る こ と を 示 し て い る

と 言 え る の で は な い だ ろ う か。 つ ま り、 楽 譜 集 と し て 成 立 す る ま で

の 時 間 の 長 さ と、 楽 譜 集 全 体 を 貫 く 意 図 の 有 無、 で あ る。 今 後 の 課

題 と し て、 こ の 点 を 論 証 す る べ く 写 本 と 印 刷 楽 譜 集 の 成 立 の 過 程 に

お け る 相 違 を 具 体 的 に 比 較 ・ 考 察 す る こ と を 挙 げ て、 発 表 を 締 め く

く っ た。

○ 発 表 者 要 旨 ： 北 澤 隆 明 「西 洋 音 楽 観 の ＜ 現 代 ＞ ― 朝 比 奈 隆 と 日 本

の 西 洋 音 楽 受 容 を め ぐ っ て」

　 ク ラ シ ッ ク 音 楽 と い う 制 度 を 成 立 さ せ う る < 知 識 > と は 何 だ ろ

う。 あ る い は、 ク ラ シ ッ ク 音 楽 に か か わ る さ ま ざ ま な テ ク ス ト を 維

持 す る、 ひ と び と の 概 念 と は ど の よ う な も の だ ろ う か。 ク ラ シ ッ ク

音 楽 観 を め ぐ る ア プ ロ ー チ に は 多 様 な 説 明 が 与 え ら れ う る が、 記 号

論 や 文 化 研 究 が 広 く 適 用 し て き た テ ク ス ト 分 析 や 言 説 分 析 の 概 念

は、 ク ラ シ ッ ク 音 楽 を め ぐ る 文 化 的 考 察 に た い し て も、 十 分 汎 用 さ

れ る も の と 思 わ れ る。

　 朝 比 奈 隆 は 「語 ら れ る」 こ と の お お い 音 楽 家 だ っ た。 な か で も 書

籍 や 音 楽 雑 誌、 テ レ ビ ・ ラ ジ オ 番 組 に お け る 彼 自 身 の 言 説 と、 音 楽

評 論 家 や 愛 好 家 が 彼 の 演 奏 や 活 動 に 対 し て 与 え た 言 説 に は い く つ か

の 共 通 性 が 読 み と れ る。 た と え ば ① 朝 比 奈 が 「大 正 デ モ ク ラ シ ー で

育 っ た 筋 金 入 り の イ ン テ リ」 で あ る こ と に 触 れ、 偉 大 な 指 揮 者 に は

「人 間 と し て の 幅」 が あ る と 評 価 す る 教 養 主 義 的 な も の や、 ② 彼 が

生 涯 現 役 の 指 揮 者 で あ っ た こ と に 触 れ、 彼 の 演 奏 を 「老 年 の 稔 り」

「至 高 の 境 地」 な ど と い う 言 葉 で 表 現 す る 精 神 主 義 的 概 念 な ど が 代

表 的 だ が、 ③ 朝 比 奈 が 得 意 と し た ベ ー ト ー ヴ ェ ン や ブ ル ッ ク ナ ー の

演 奏 を 「神 に 対 す る 巡 礼」 「汎 人 間 的」 と い っ た 言 説 で 普 遍 的 す る
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概 念 も、 日 本 の ク ラ シ ッ ク 音 楽 受 容 の 特 徴 と し て 注 目 さ れ よ う。

　 以 上 の よ う な ク ラ シ ッ ク 音 楽 を め ぐ る 概 念 に つ い て、 た と え ば ①

に つ い て は、 戦 前 の 日 本 の ク ラ シ ッ ク 音 楽 受 容 と 教 養 主 義 と の 関 連

が 推 察 さ れ る が、 今 回 の 分 析 で は、 朝 比 奈 隆 の 足 跡 と 照 ら し な が

ら、 彼 の 音 楽 家 と し て の 足 跡 そ の も の が 戦 前 の 教 養 主 義 の 中 で 育 ま

れ た も の で あ る と い う 推 論 を 提 示 し て い る。 ま た 彼 の 活 動 が 音 楽 評

論 家 や 愛 好 家 の 間 で 注 目 さ れ は じ め る の は 1970 年 以 降 の こ と で あ

り、 レ コ ー ド の 普 及 な ど、 戦 後 の メ デ ィ ア 文 化 形 成 と の か か わ り に

つ い て も 注 目 し て お く べ き だ ろ う。 こ れ は、 朝 比 奈 隆 と い う 音 楽 家

が、 お お く の 録 音 媒 体 を 残 し て お り、 ベ ー ト ー ヴ ェ ン や ブ ル ッ ク ナ

ー の 録 音 回 数 が 日 本 の ク ラ シ ッ ク 演 奏 家 の な か で も っ と も お お い と

い う 事 実 か ら も 推 察 さ れ る。

　 90 年 代 以 降 の 朝 比 奈 は 「カ リ ス マ」 に 近 い 存 在 で あ り、 一 部 の 愛

好 家 に よ る 根 強 い 人 気 に 支 え ら れ て き た。 そ れ は ② で 述 べ た よ う

な、 も は や 音 楽 の 「内 容」 や 技 術 主 義 的 な 面 は 度 外 視 し た、 朝 比 奈

隆 の 精 神 性 そ の も の を 崇 拝 す る よ う な 聴 取 姿 勢 に よ る も の だ が、

80 年 以 降 の 消 費 社 会 の 成 熟、 音 楽 化 社 会 ( 小 川 1988)の 到 来 と い う 現

象 と し め し あ わ せ た 時、 こ う し た 音 楽 の 消 費 の さ れ 方 も、 現 代 の

「ク ラ シ ッ ク 音 楽 文 化」 を 支 え る 音 楽 観 の 一 側 面 を 映 し 出 し て い る

か の よ う に も 思 え る。

　 朝 比 奈 隆 を と り ま く テ ク ス ト は、 こ れ ま で の 日 本 の ク ラ シ ッ ク 音

楽 受 容 の 文 化 的 側 面 を 考 え る に あ た っ て の ひ と つ の 手 が か り に す ぎ

な い。 今 後 戦 後 音 楽 文 化 に 対 す る 精 緻 な 考 察 を 進 め る な か か ら、 現

代 日 本 の 「ク ラ シ ッ ク 音 楽 文 化」 を 探 る こ と が 求 め ら れ る。

○ 報 告 者 ： 福 本 康 之

 去 る ３ 月 ４ 日、 広 島 大 学 東 千 田 キ ャ ン パ ス に お い て、 東 洋 音 楽 学

会 西 日 本 支 部 第 ２ ２ ７ 回 定 例 研 究 会 が、 日 本 音 楽 学 会 関 西 支 部 （ 第

３ ２ ２ 回 例 会 ） と の 合 同 研 究 会 と し て 開 催 さ れ た。 ま ず、 今 回 の 定

例 研 究 会 に つ い て は、 ま だ ま だ 寒 さ の 厳 し い な か、 ３ ０ 名 近 く の 参

加 者 （ し か も 半 数 以 上 が 近 畿 圏 や 九 州 の 会 員 ） が あ っ た こ と を 記 し

て お き た い。

　 以 下 本 稿 で は、 当 日 の 最 初 と ３ 番 目 の 研 究 発 表 に つ い て の レ ポ ー

ト を 行 う （ ２ 番 目 の 発 表 と 「演 奏 と 解 説」 に つ い て は、 別 稿 井 手 口

氏 の レ ポ ー ト を 参 照 さ れ た い ）。

　 最 初 の 研 究 発 表 は、 光 平 有 希 （ エ リ ザ ベ ト 音 楽 大 学 ） 氏 に よ る

「ピ ュ タ ゴ ラ ス の 音 楽 療 法 に つ い て ― イ ア ン ブ リ コ ス 『ピ ュ タ ゴ ラ
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ス 伝』 を 手 懸 か り に」 で あ っ た。 光 平 氏 の 研 究 は、 標 題 の 通 り イ ア

ン ブ リ コ ス の 『ピ ュ タ ゴ ラ ス 伝』 を 手 が か り に、 ピ ュ タ ゴ ラ ス の 音

楽 療 法 を 採 り あ げ た も の で、 発 表 で は、 実 際 に ピ ュ タ ゴ ラ ス が 行 っ

た と さ れ る、 リ ラ や ア ウ ロ ス を 用 い た 音 楽 療 法 の 詳 細 な 事 例 紹 介 に

そ っ て、 論 が 進 め ら れ た。

　 こ の 発 表 自 体 は、 卒 業 論 文 に 基 づ く も の で あ る が、 発 表 者 が 「従

来 強 調 さ れ す ぎ て き た」 と み る ピ ュ タ ゴ ラ ス の 「天 体 の 音 楽 を 胎 内

に 取 り 込 む 試 み」 だ け で は な く、 「相 対 立 す る も の か ら 調 和 を 見 出

す 試 み」 と い う ピ ュ タ ゴ ラ ス の 音 楽 療 法 の あ り 方 に つ い て 焦 点 を 当

て た 点 や、 イ ア ン ブ リ コ ス な ど 後 世 の 著 作 に 見 ら れ る 「ア ウ ロ ス に

よ る 音 楽 療 法 の 例」 が、 ピ ュ タ ゴ ラ ス に ま で 遡 る も の で あ る か は 疑

わ し い と い う 仮 説 は、 示 唆 に 富 む も の と い え よ う。

　 発 表 後 の 質 疑 応 答 で は、 具 体 的 な 音 楽 に 関 す る 質 問 が い く つ か あ

っ た。 発 表 者 も、 ス ポ ン デ イ オ ン の 韻 律 な ど に つ い て 触 れ て は い た

が、 今 回 の 発 表 は、 全 体 と し て 音 楽 療 法 に 用 い ら れ る 楽 器 や 音 楽 の

旋 法 を 中 心 と し た も の で あ り、 ピ ュ タ ゴ ラ ス の 音 楽 療 法 の 分 類 も、

ま ず は 用 い る 楽 器 の 種 類 （ ア ウ ロ ス か リ ラ か ） に よ っ て い た。 楽 器

と 実 際 の 音 楽 が 何 か し ら 特 定 の 関 係 に あ る （ 特 定 の 旋 律 に 対 し て 楽

器 の 指 定 が あ る な ど ） 場 合 は、 そ う し た 分 類 も 可 能 で あ ろ う が、 フ

ロ ア ー か ら の 指 摘 に も あ っ た よ う に、 そ う で な い な ら ば、 ピ ュ タ ゴ

ラ ス の 音 楽 療 法 の 効 果 が、 楽 器 と 具 体 的 な 音 楽 の い ず れ に 依 存 す る

（ 割 合 が 大 き い ） も の で あ る か、 と い う 判 断 が そ の 前 段 階 と し て 必

要 と な る だ ろ う。 そ の た め に は、 具 体 的 な 音 楽 が ど の よ う な も の で

あ っ た か に つ い て の 検 証 と 考 察 も 求 め ら れ る は ず で あ る。 そ の 点 に

つ い て は、 発 表 者 が 今 後 の 課 題 と し て い る の で、 次 の 機 会 に 期 待 し

た い。

　

　 ３ 番 目 の 研 究 発 表 は、 北 澤 隆 明 （ 広 島 大 学 ） 氏 に よ る 「西 洋 音 楽

観 の 〈現 代〉 ― 朝 比 奈 隆 と 日 本 の 西 洋 音 楽 受 容 を め ぐ っ て」 で あ っ

た。 北 澤 氏 の 研 究 は、 人 々 の 知 識 や 常 識 が 社 会 を 構 成 す る と い う 考

え 方 や、 同 じ 価 値 観 や 認 識 を も つ 人 々 が 集 ま る こ と に よ っ て 「場」

を 形 成 す る と い う 考 え 方 に 基 づ き、 「ク ラ シ ッ ク 音 楽 界 で 特 別 な 存

在 で あ っ た」 朝 比 奈 隆 と 朝 比 奈 隆 を 取 り 巻 く 人 々 （ 「朝 比 奈 フ ァ

ン」 ） を 切 り 口 と し て、 「現 代 日 本 の 「ク ラ シ ッ ク 音 楽 文 化」 の 一

側 面」 を 読 み 解 こ う と す る 試 み で あ る。

具 体 的 に は、 朝 比 奈 自 身 や 彼 を 取 り 巻 く 演 奏 家、 評 論 家、 愛 好 家 に

よ る 言 説 か ら、 朝 比 奈 お よ び 「朝 比 奈 フ ァ ン」 が 共 有 す る 「知 識」
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と し て、 北 澤 氏 は、 ① 教 養 主 義、 ② 普 遍 概 念 化、 ③ 精 神 主 義 を 指 摘

す る。 そ の 上 で 発 表 者 は、 ａ ） 教 養 主 義、 ｂ ） 正 典 （ カ ノ ン ） 化、

ｃ ） メ デ ィ ア 文 化、 ｄ ） 消 費 文 化 と い っ た 面 に お い て、 先 行 研 究 と

の 照 合 を 行 っ て お り、 こ う し た 視 点 は、 日 本 の 洋 楽 受 容 の よ り 多 面

的 な 様 相 を 浮 き 彫 り に し て く れ る も の で、 興 味 深 い も の で あ っ た。

た だ、 確 か に 朝 比 奈 隆 や 「朝 比 奈 フ ァ ン」 は、 日 本 の 音 楽 界 に お い

て、 あ る 種 の 「場」 を 形 成 し て い た で は あ ろ う が、 発 表 の な か で も

触 れ ら れ て い た よ う に、 朝 比 奈 や 「朝 比 奈 フ ァ ン」 が 形 成 す る 場 や

現 象 は、 日 本 の 音 楽 界 で も 特 異 な も の で あ る 場 合 が 少 な く は な い。

そ の 点 に 鑑 み れ ば、 朝 比 奈 や 「朝 比 奈 フ ァ ン」 を 切 り 口 と し て 読 み

解 か れ る 「現 代 日 本 の 「ク ラ シ ッ ク 音 楽 文 化」 の 一 側 面」 が、 現 代

日 本 の 「ク ラ シ ッ ク 音 楽 文 化」 の な か で ど の よ う に 位 置 づ け ら れ る

も の と な る の か、 そ の 点 に つ い て の 北 澤 氏 の 今 後 の 研 究 に 興 味 が 持

た れ る。

○ 報 告 者 ： 井 手 口 彰 典 　

　 二 番 目 の 発 表 者 は、 広 島 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 で 音 楽 教 育 学 の

助 手 を 務 め る 能 登 原 由 美 氏、 タ イ ト ル は 「16 世 紀 後 半 の イ ン グ ラ ン

ド に お け る 写 本 集 成 と そ の 過 程」 で あ っ た。 往 時 の イ ン グ ラ ン ド に

お け る 楽 譜 印 刷 ・ 出 版 活 動 が、 ヨ ー ロ ッ パ 大 陸 に 比 べ さ ほ ど 盛 ん で

な か っ た と い う 事 実 を 踏 ま え、 そ の 理 由 を 彼 の 地 に 根 強 く 残 っ て い

た 写 本 文 化 に 求 め よ う と す る 研 究 で あ る。 能 登 原 氏 は こ れ ま で、 同

国 に お け る 印 刷 楽 譜 出 版 を 対 象 と し た 研 究 を 継 続 的 に 行 っ て こ ら れ

た の だ が、 今 回 の 発 表 は、 そ の 印 刷 楽 譜 に 「取 っ て 代 わ ら れ る」 筈

の 写 本 の 側 に ス ポ ッ ト を 当 て る こ と で、 逆 照 射 的 に 印 刷 楽 譜 の 意 義

を 浮 か び 上 が ら せ る こ と を 狙 っ た、 と 見 る の は レ ビ ュ ー ア ー の 邪 推

だ ろ う か。

　 発 表 で は、 1550 年 か ら 1600 年 に か け て 成 立 し た と 見 ら れ る 現 存 す

る 写 本 90 冊 余 り を 対 象 に、 ① 収 め ら れ て い る 楽 曲 の ジ ャ ン ル や 作 曲

家、 ② タ イ ト ル や 歌 詞、 作 曲 者 名 な ど の 情 報 記 載 の 有 無、 ③ 筆 跡 か

ら 推 測 さ れ る 写 譜 家 の 人 数、 ④ 余 白 や レ イ ア ウ ト の 秩 序 の 有 無、 な

ど を 数 量 的 に 整 理 し、 そ の 上 で 「統 一 性 ／ 非 統 一 性」 と い う 視 点 か

ら の 写 本 の 区 分 を 試 み る、 と い う ス タ イ ル が 取 ら れ た。 発 表 者 ご 本

人 に よ る 要 約 が 寄 せ ら れ る こ と に な っ て い る の で 詳 し く は そ ち ら に

譲 る が、 結 論 と し て は、 16 世 紀 後 半 の イ ン グ ラ ン ド に お け る 写 本 に

は コ レ ク シ ョ ン や 献 呈 な ど 明 確 な 意 図 の 下 に 制 作 さ れ た タ イ プ の も

の よ り も、 全 体 を 貫 く 意 図 や 目 的 が 希 薄 な ま ま 長 年 の 間 に 書 き た め
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ら れ た 結 果 と し て 成 立 し た と 考 え ら れ る タ イ プ の も の の 方 が 多 い、

と い う 知 見 が 示 さ れ た。

　 発 表 に 説 得 力 を 付 与 し て い た の は、 氏 自 ら が イ ギ リ ス を 回 っ て 調

査 し た と い う 大 量 の 一 次 資 料 の リ ス ト で あ る。 マ イ ク ロ フ ィ ル ム 等

の ソ ー ス を 含 む と は い え、 こ れ だ け の 数 の 現 物 に 直 接 当 た ら れ た 労

力 に ま ず は 敬 意 を 表 し た い。 し か し、 そ れ だ け の 労 力 の 結 果 が 統 計

上 の 数 値 と し て 即 物 的 に 処 理 さ れ て し ま っ た こ と は、 発 表 の 見 通 し

を ク リ ア に す る 潔 い 態 度 と 評 価 で き る 一 方 で、 あ る 種 の 「も っ た い

な さ」 に も 通 ず る。 発 表 時 間 の 制 約 も あ っ た の だ ろ う が、 プ レ ゼ ン

テ ー シ ョ ン の な か に 具 体 例 と し て の 一 次 資 料 が も っ と ふ ん だ ん に 投

入 さ れ て い れ ば、 フ ロ ア も 氏 の 取 り 組 み の 一 端 に 触 れ る こ と が で き、

結 論 を 導 き 出 す ま で の 道 程 の 険 し さ を 追 体 験 で き た の で は な い だ ろ

う か。

　 ま た 他 国 と の 状 況 比 較 が 殆 ど な さ れ な か っ た の も 気 に な っ た 点 の

一 つ で あ る。 そ の 道 の 専 門 家 に は 常 識 の こ と な の か も し れ な い が、

楽 譜 出 版 の 不 振 に イ ン グ ラ ン ド の 特 殊 性 が 関 わ っ て い る の だ と す れ

ば、 そ れ が 他 国 と の 比 較 に お い て 具 体 的 に ど の よ う な も の な の か に

つ い て、 フ ロ ア に 配 慮 し た も う 少 し の 言 及 が 欲 し か っ た。

　 最 後 に も う 一 点、 こ れ ま で の 氏 の 研 究 を 知 る 者 と し て は、 本 発 表

の 結 果 が 今 後 の 氏 の 研 究 と ど う 結 び つ く の か も 知 り た い と こ ろ で あ

る。 質 疑 の 中 で も、 コ レ ク シ ョ ン や 献 呈 と い っ た 「明 確 な 意 図」 の

下 に 制 作 さ れ た 写 本 と 印 刷 楽 譜 と の 繋 が り が 議 論 さ れ て い た が、 こ

う し た 点 に つ い て 現 時 点 で 氏 が ど の よ う な 仮 説 な り 見 識 な り を 持 っ

て お ら れ る の か、 簡 単 で よ い の で 聞 か せ て 欲 し か っ た。

　 等 々、 色 々 と 無 い 物 ね だ り を し て し ま っ た が、 今 回 の 発 表 が、 氏

の 研 究 の 幅 を さ ら に 広 げ よ う と す る 意 欲 的 な 一 歩 で あ る こ と に は 間

違 い が な い。 今 後 の さ ら な る 議 論 の 展 開 を 心 待 ち に し た い。

　 例 会 の 最 後 を 飾 っ た の は、 エ リ ザ ベ ト 音 楽 大 学 の 修 士 課 程 を 昨 年

９ 月 に 終 了 し た 内 モ ン ゴ ル か ら の 留 学 生、 弓 暁 寧 さ ん に よ る、 古 箏

と ヤ ト ガ の 演 奏 で あ っ た。 ヤ ト ガ と は 内 モ ン ゴ ル の 伝 統 的 な 箏 で あ

る。 ヤ ト ガ の 起 源 に つ い て は、 弓 さ ん の 解 説 に よ れ ば 中 国 の 古 箏 が

変 化 し た も の だ と す る 説 と、 モ ン ゴ ル 民 族 に 独 自 の 楽 器 だ と す る 説

と が あ る と い う が、 い ず れ に せ よ 詳 し い こ と は 分 か っ て い な い ら し

い。 ヤ ト ガ に は 絹 糸 を 用 い る 12 弦 の も の と、 金 属 弦 を 用 い る 13 弦、

18 弦 の も の と が あ る そ う だ が、 本 日 会 場 に 持 ち 込 ま れ た の は 主 に 内

モ ン ゴ ル 西 部 に 分 布 し て い る 18 弦 の 楽 器 で あ っ た。 全 長 140 ㎝、
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幅 28 ㎝ 余 り の 桐 製 の 筐 体 は、 隣 に 並 べ ら れ た 21 弦 の 古 箏 と 並 べ る と

若 干 小 振 り で あ る。 チ ュ ー ニ ン グ は、 古 箏 が 最 高 音 か ら 弦 の 並 び の

通 り に 最 低 音 ま で 下 が る （ 従 っ て 駒 は 楽 器 の 上 を 一 列 に 並 ぶ ） の に

対 し、 ヤ ト ガ で は 奏 者 か ら 見 て 最 も 遠 い ３ 弦 （ い わ ゆ る 一 の 弦 か ら

三 の 弦 ま で ） が オ ク タ ー ブ 以 上 高 く 調 弦 さ れ る。 こ の 調 弦 法 は ヤ ト

ガ に 独 自 の も の で あ り、 選 択 す る 調 子 の 違 い に か か わ ら ず 共 通 し て

い る と い う。

　 演 奏 プ ロ グ ラ ム は、 ま ず 古 箏 に よ る 演 奏 で 〈高 山 流 水〉 、 次 い で

ヤ ト ガ に よ る 演 奏 で 〈阿 都 泌 阿 斯 尓 ※〉 、 〈民 歌〉 、 〈小 曲〉 と 続

い た。 中 国 の 古 箏 な ら ば 日 本 国 内 で も し ば し ば 聴 く 機 会 が あ る が、

ヤ ト ガ の 生 演 奏 は 非 常 に 珍 し い と の こ と。 ま し て、 両 者 を 並 べ て 聞

き 比 べ る こ と が で き る と い う の だ か ら、 音 楽 学 会 な ら で は の 非 常 に

貴 重 な 体 験 と い え よ う。 も っ と も、 恥 ず か し な が ら 筆 者 は、 ヤ ト ガ

は も ち ろ ん の こ と 古 箏 の 生 演 奏 に 接 す る の も 今 回 が 初 め て で あ る。

ど の よ う な 音 楽 だ ろ う と 身 構 え て い た の だ が、 流 れ て き た の は 我 々

日 本 人 の 耳 に も な じ み や す い 柔 ら か な 旋 律。 奏 者 の 優 れ た 腕 も あ り、

心 か ら 楽 し む こ と が で き た。 特 に、 弓 さ ん の お 姉 さ ん が ボ ー カ ル パ

ー ト に 加 わ っ た 〈民 歌〉 は、 落 ち 着 い た シ ン コ ペ ー シ ョ ン の リ ズ ム

と、 ど こ か 『め だ か の 学 校』 に も 似 た 節 回 し が 魅 力 的 な、 印 象 に 残

る １ 曲 で あ っ た。 （ ※ 「尓」 は 代 字。 正 し く は、 二 画 目 の 右 端 に、

左 下 へ 向 か う ハ ネ が 入 る。 ）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

●  研 究 発 表 申 し 込 み に つ い て
西 日 本 支 部 の 定 例 研 究 会 で の 研 究 発 表 申 し 込 み は 下 記 ま で ご 連 絡 く

だ さ い。

〒 610-1197 京 都 市 西 京 区 大 枝 沓 掛 町 13-6 　

京 都 市 立 芸 術 大 学 日 本 伝 統 音 楽 研 究 セ ン タ ー 藤 田 研 究 室

　 　 　 　 　 tel/fax 075-334-2392   e-mail : tfujita@kcua.ac.jp  

●  入 会 申 し 込 み ・ 住 所 変 更 に つ い て
入 会 ご 希 望 の 方 は、 80 円 分 の 郵 便 切 手 を 同 封 し、 下 記 の 学 会 本 部 事
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務 所 へ 入 会 案 内 ・ 申 し 込 み 用 紙 を ご 請 求 く だ さ い。 入 会 申 し 込 み 用

紙 は、 ホ ー ム ペ ー ジ http://wwwsoc.nii.ac.jp/tog/  か ら も ダ ウ ン ロ ー ド で き ま

す。

会 員 の 住 所 等 の 変 更 に つ い て も 本 部 事 務 所 へ お 知 ら せ く だ さ い。

〒 110-0005 　 東 京 都 台 東 区 上 野 3-6-3 　 三 春 ビ ル 307 号 　

Tel： 03-3832-5152 （ Fax 兼 ）

e-mail: LEN03210@nifty.com  

発 行 ： （ 社 ） 東 洋 音 楽 学 会 西 日 本 支 部 　 　 編 集 担 当 ： 寺 内 直 子

〒 658-0016 　 兵 庫 県 神 戸 市 灘 区 鶴 甲 １ - ２ - １ 　

神 戸 大 学 国 際 文 化 学 部 　 寺 内 研 究 室 気 付

e-mail: naokotk@kobe-u.ac.jp 、 fax: 078-803-7509 （ 寺 内 気 付 ）
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